
〈
研

究

論
文

６
〉

パ
ト
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
神
学
と
田
辺
元
の
キ
リ
ス
ト
論

三
位
一

体
論
に
関
し
て

、
ア
ウ
グ
ス
テ

ィ
ヌ
ス
の
見
解
で

は
、
神
性

は
三

位
格
の
共
通

の
源
泉
で

あ
る
が
、
彼
以

前
の
他
の
教
父

達
は
、
神
性

は
父

に

の
み

あ
り

、
他
の
二
位
格
は
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
と
す
る
。
即
ち
、
後
者
で

は
父
が
子

の
原
因
で

あ
り
、
三
位
格
は
非
対
称
的
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て

前
者
で
は
、
三
位
格
は
同
等
で
あ
り
、
父

は
子
よ
り
も
偉
大
で
あ

る
の
で

は

な

い
。
た
だ
父
と
子

と
の
同
等
性
は
父

に
よ

っ
て
引
き
起
こ

さ
れ

た
と
こ

ろ

に
、
父
の
よ
り
偉

大
さ
が
あ

る
と
す
る
。
そ
れ
で

は
ア
ウ

グ
ス
テ

ィ
ヌ
ス
で

は
、
共
通

の
源
泉

た
る
神
性

は
三
位
格
と
並
ぶ
第
四
の
位
格

な
の
で

あ
ろ

う

か
。
い
な
、
そ
う
で

は
な
い
。
神
性

は
共
通
の
源
泉
と
し
て
共
通

の
基
体
で

あ
る
が
、
三
位
格

に
超
越
し
た
り
、
そ
れ
ら
の
根
底
に
あ

っ
て
先

行
す
る
も

の
で
は
な
く
、
神

性
は
永
遠

か
ら
三
位
格

に
区

別

さ
れ

て

い
る
。
つ

ま
り
、

父
と
子

と
は
異
な

る
が
。
そ
の
本
質

〈
神
性
〉
は
異
な
ら

な
い
。

神
性
即

三

位
格
、
三

位
格
即

神
性
で
あ
る
。
一
つ
の
本
質

に
し
て
、
同
時

に
三

つ
の
位

尾
　
崎
　
　
　

跛

格

〈
神
格
〉
で

あ
る
。
三
位
格

を
離
れ
て
、
そ
れ
ら

の
基
体
と
し
て

の
神
性

が
存
在
す

る
わ
け
で

は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て

、
テ
リ
ト
リ
ア
ヌ
ス
や
バ

シ

レ
イ

オ
ス
等
の
見
解
で

は
基
体

は
父
で
あ
り
、
父

は
そ
れ
自
体

生
ぜ
ず
、
子

を
生
ま
し

め
、
子

は
生
ま
し

め
ら
れ

る
だ
け
の
因
果
関

係
に
あ
る
。

こ
こ
で

基
体
と
は
三
位
格
の
本
質
、
つ
ま
り
神
性
を
意
味
す
る
が
、
こ
の

場
合
、
各
位
格
は
個
体
で
も
な
く
、
種
で
も
な
く
、
個
体
と
種
と
の
結
合
と

し
て

の
個
体
的
種
と
呼
ば
れ
る
。
そ
れ

は
、
各
位
格
は
無
体
的
に
し
て
現
実

的
な
区
別

さ
れ
た
存
在
で
あ

る
か
ら
で
あ

る
。
（
そ
し
て

無
体
的
、
非
物
質

的
存
在
は
個
体
で

は
な
く
、
種
に
属
す

る
。
三
位
格
は
個
体
的
種
の
違
い
で

あ
る
。
即
ち
、
単
に
名
前
だ
け
で
は

な
く
、
個
体
的
種
と
し
て
現
実
的
存
在

で

あ
る
。
）
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
三
位
格
を
共

通

に
統

一
す

る
本
質

た
る

神
性
に
対

し
て
は
類
と
種
の
概
念
を
使

わ
ず
、
む
し
ろ
基
体
の
カ
テ
ゴ
リ

ー

を
適
用

す
る
。
と
い
う
の
は
、
三
神
論

に
陥
る
の
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
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オ
リ

ゲ
ネ
ス
に
よ

れ
ば
、
神

と
ロ
ゴ
ス
と
は
現
実
的
存
在
で

あ
る
。
各
位

格

は
永

遠
か
ら
特
定

の
個
体
的
存

在
、
第

一
の
ウ

ー

シ
ア
で
あ

る
。
（
こ
の

点
で

、
経
綸

に
お
い
て
顕

現
し

た
と
す

る
テ
ル

ト
リ

ア

ヌ
ス
と

異

な
る
。
）

ウ

ー

シ
ア
、
ヒ
ポ
ケ
イ

メ
ノ
ン
、
お
よ
び
ヒ
ポ
ス

タ
シ
ス
に
お
い
て
、
子
は

父
と

は
異

な
る
。
各
位
格

は
単
な

る
個
体
で

は
な
く
、
個

体
的
種
で

あ
り
、

そ
の
共
通

の
統
一

は
種
的
類
で

あ

る
。

そ
れ

は
種

と
類
の

結
合
を
意

味
し
、

第
二

の
ウ
ー

シ
ア
で
あ

る
。

つ
ま
り

、
父
と
子

と
は
異

な
っ
た
個
体
的
種
で

あ
り
、
そ
れ
ら
の
統
一

は
共
通

の
ウ
ー

シ
ア
と
し
て

の
種
的
類
に
あ
る
。
父

と
子
と
の
同
一
本
質

〈
ホ
モ
ウ
ー

シ
オ
ス
〉

は
、
こ
こ
に
お
い
て

い
わ
れ
る
。

父

と
子
と

は
、

ヒ
ポ

ス
タ
シ
ス
と
し
て

は
相
異

な
る
が
、
第
二

の
ウ
ー
ン
ア

に
お
い
て
は
同
じ
で

あ
る
。
父

は
源
泉
と
し
て

、
そ
こ

か
ら
神
性

は
多
様

な

レ
ベ
ル
で
下

降
・
派
生
す
る
。
被
造
物

に
と

っ
て

は
、
父
と

ロ
ゴ
ス
と

の
原

関

係
は
永
遠
で
あ
り
、

ロ
ゴ
ス
は
時
間
的
初

め
が
な
く
、
永
遠

に
発
生
し
て

い
る
。
神
の
像
と
し
て
の

ロ
ゴ
ス
が
存
在
し
な

か
っ
た
時
は
な

か
っ
た
。
ま

た
不
可
思
議
の
神
か
ら
見
れ
ば
、
ロ
ゴ
ス
は
被
造
物
で
あ
り
、
他
の
す
べ
て

の
被
造
物
の
原
型
と
し
て
父

か
ら
の
発
出
の
最
初
の
子
で
あ
る
。
子

は
不
生

と
と
も
に
生
で
も
あ
る
。
父
は
絶
対
的
な
神
で
あ
る
が
（
T
h
e
 
G
o
d
）
、
ロ

ゴ
ス
は
絶
対
的
に
は
神
で
は
な
い
（
G
o
d
）
。
ロ
ゴ
ス
は
種
的
類
に
お
い
て

父

と
本
質

的
に
同
一
で

あ
り
な

が
ら
も
、

派
生
的
神
、
第

二
の
神

と
し
て

、

よ
り

低
い
レ
ベ
ル
に
お
り
、
従
属
的
で
、
父
と
被
造
物
と
の
媒
介
者
で
あ
る
。

換
言

す
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
の
媒
介
な
く
し
て
は
、
父
へ
祈

っ
て

は
な
ら
な

い
。

つ
ま

り
、
子

を
廃
止

し
な
い
立
場
で

あ
る
。
子

は
父
の
為
す
こ
と
を
為
す
こ

と
に
お
い
て

、
そ
の
意

志
も
同

一
で
あ

る
。

テ
ル
ト
リ
ア
ヌ
ス
も

各
位
格
は
単
な

る
観
念
や
名
称
で

は
な
く

、
現
実
的

存

在
、
個
体
的
種
で

あ
り

、
実
体
的
で

あ
る
と

す

る
。

こ
こ

に
「
実
体
」
、

ラ
テ
ン
語
で

ス
ブ

ス
タ
ン
テ

ィ
ア
と

は
、
ギ
リ

シ
ャ
語
で

は
ヒ
ポ
ス
タ
シ
ス

と

ウ
ー

シ
ア
の
二
語

の
訳
で

あ

る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
二
義
あ

る
。
一

つ

に
は
、

現
実
的
個
物
と
し
て

の
物
や
人

格
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
流
の
第
一

の
ウ

ー
シ

ア
を
意
味
し
、
他
は
非
個
体
と
し
て
の
基
体
、
第
二
の

ウ
ー
シ
ア
、
種
的
類

を
意
味
す
る
。

ヒ
ポ

ケ
イ

メ
ノ
ン
も
同
様
で
あ
る
。
そ
し
て
三
位
格
の
共
通

の
統
一
は
基
体
の
統
一
と
し
て

実
体
で
あ
り
、
第
二

の
ウ
ー

シ
ア
で

あ
る
。

こ
の
実
体
的
統
一
は
種
的
類
よ
り
も
基
体
的
統
一
で
あ
り
、
そ
の
基
体
は
父

と
子
と
の
根
底
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
父

に
他
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、

父

は
そ
の
存
在
に
原
因

が
な
く
、
子

は
父

を
原
因
と
す
る
か
ら
で

あ
る
。

即

ち
、
父

は
全
実
体
で

あ
る
が
、
子
は
そ
れ
を
分

か
ち
、
そ
れ
か
ら
の
発
出

と

し
て
第
二
の
立
場

に
あ
る
。
子

は
父

の
実
体
以

外

に
は
そ
の
源
泉
が

な
い
。

こ
う
し
て

「
三
神

格
と
一
実
体
」
と
い
う
定
式

が
成
立
し
、
子

は
父
と
ペ
ル

ソ
ナ
に
お
い
て
別
で

あ
り
な
が
ら
も
、
同

一
の
実
体
で
あ
る
の
は
、
そ
の
内

的
統
一
た
る
第
二
の
ウ
ー

シ
ア
と
し
て

の
基
体

に
お
い
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

実
体
と
は
基
体
で

あ
る
。
こ
の
一
つ
の
実
体
た
る
神
か
ら
三
つ
の
区
別

が
程

度
、
形

、
種
相
に
お
い
て

父
、
子

、
聖
霊

の
名
で
、
三
重
の
経
綸
運
動

と
し

て

自
己
開

展
す

る
。
父

は
子

の
原
因
で

あ
り
、
子
は
父

の
意
志

か
ら
発
出
す

る
。
子
よ

り
も
父

は
偉

大
で

あ
る
。
父

は
子
の
発
生
に
先

立
っ
て

永
遠
か
ら

一

人
で
あ

っ
た
。
子

の
発

生
は
永
遠
で

は
な
く
、
何
物

か
ら
も

生
じ
な
い
父
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か
ら
生
じ

た
も

の
と

し
て

、
父

と
子
と

は
そ
の
存
在
様

態
が
異
な
る
。
ま

た

種

（
相
）
と

は
現
象
で

あ
り
、
可
視
性

を
意
味

す
る
。
父

は
見
え
ざ
る
非
派

生
的
存
在
で

あ
り
、
完
全
に
超
越
的
で

あ
る
が
、
子

は
派
生
的
存
在
と
し
て

見
え

る
局
面

を
表
す

。
更
に
父

の
モ
ナ
ー
キ
ー
支
配

は
子

の
代
理
を
排
除
し

な
い
。
子

は
父

の
意
志
な
し
で
は
何
も
せ
ず

、
父

か
ら
す
ぺ
て
の
力
を
受
け

取

っ
た
。
世

の
終
わ
り
に
お
い
て
子

は
そ
の
代

行
を
父

に
返
す
。

も

し
統
一

を
強
調
す
れ
ば
、
三
位
格
は
現
実

的
個
物
で
は
な
く
、
一
実
体

の
三

つ
の
異

な

っ
た
存
在
様
態
と
し
て

サ
ベ
リ
ウ
ス
の
様
態
論
と
な
り
、
神

は
父

の
み
で

、
子

の
不

存
在
を
も
た
ら
す
。
ま
た
区
別

を
強
調
す
れ
ば
統
一

を
失

っ
て

、
子

は
被
造
物
で

あ

っ
て

、
神
で

は
な
く
、
父
よ
り
劣
る
と
い
う

ア
リ
ウ
ス
主
義
に
な
る
。
ま
た
父
と
子

と
は
似
て

い
る
と

い
う
相

似
説

は
、

完
全
な
同
一
で

は
な
い

か
ら
両
者
は
別

の
神

と
し
て

多
神
論
へ
導
く
。
ヒ
ラ

リ
ウ
ス
は
、

ホ
モ
ウ

ー
シ
オ

ス
は
本
質
的
同

一
性
を
保
証
す
る
が
、
父
と
子

と
の
実
体
的
類
似
性

〈
ホ
モ

ウ
ー
シ
オ
ス
〉
は
各
位
格
の
個
体
的
存
在
あ
る

い
は
神
格
を
保
存
す

る
と

い
う
。

ニ
ケ
ア
会
議
で

は
、
テ

ル
ト
リ
ア
ヌ
ス
と

同
様
に
、
父
と
子
と

の
両
者

の
根
底

に
統
一
の
基
体
が
あ

る
と
す

る
の
で

は

な
く
、
子
の
基
体

は
父
で
あ
り
、
そ
の
点
で
子

は
父
と
同
一

の
本
質

〈
ホ
モ

ウ

ー
シ
オ

ス
〉
を
も
つ
と
す

る
。

ロ
ゴ
ス
は
不

生
の
父

、
第
一
原

理
と
同
じ

で
あ
り
、
第
二
の
神

は
存
在
し
な
い
。

ノ
エ
ト

ス
は
子
で

は
な
く

、
父
が
直

接
イ

エ
ス

に
受
肉
し

た
と

い
い
、
プ
ラ

ク
セ
ア
ス
も
父

と
子
と

は
同
じ
で

、

苦
し
ま
ざ
る
神
が
イ

ニ
ス
に
お
い
て
苦
を
経
験
し

た
と

い
う
。

こ
れ
ら

は
テ

ル
ト
リ
ア

ヌ
ス
と
は
違

う
モ
ナ
ー
キ
ア

ニ
ズ

ム
で
、
神
と

は
父
一

人
で
、
子

の
個
別

的
実
体
存
在
を
否
定
す

る
。
子

は
名
の
み

に
す
ぎ
な
い
。

カ
イ
サ
リ
ア
の

エ
ウ
ス

ビ
ウ

ス
は
、
父

の
み
無
始
不

生
で
、
唯
一
の
神
、

万

物
の
第
一
原
理
で
、
不
可

知
不
可
測
不
可
分
で
超
越
的
で
あ
り
、
起
源
た

る
父
の
意
志

に
よ

っ
て
子
が
生
じ
、
父

は
子
以

前

に
存
在
し
た
。
従

っ
て
、

子

は
永
遠

か
ら
の
発
生
で
は
な
く
、
父
と
と
も

に
永
遠
で
も
な
い
。
こ
れ

に

対

し
て
ア

レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ

ー
は
、
独
立
し
た
実
体
〈
ヒ

ポ

ス
タ
シ
ス
〉
と
し
て
の

ロ
ゴ
ス
は
父
と
と
も

に
永
遠
で
あ
り
、
神
と
被
造

物
と
の
媒
介
的
地

位
に
あ

る
と

い
う
。

即
ち
、
多
元
論

的
従
属
説
で
あ

る
。

ア
リ
ウ

ス
に
よ
れ

ば
、
ロ
ゴ
ス
は
無

か
ら

の
被
造
物
で
あ
り
、
存
在
し
な

か

っ
た
時
が
あ
る
。
父

の
み
不
生
の
自
存

的
原
理

に
し
て
、
す
べ
て

の
源
泉
で

あ
力
、
子

は
父
と

は
本
質
的
に
異
な

る
。
子
は
時
間
・
世
代
以
前
に
、
子

に

先
立
つ
父

の
意
志

に
よ

っ
て
存
在
し

た
か
ら
、
初

め
が
あ
り
、
父
と
と
も

に

永
遠
で

は
な
い
。

神
は
元
来
一
人
で

あ
っ
た
が

、
ロ
ゴ
ス
が
無
か
ら
造
ら
れ

た
時

に
初

め
て
父

と
な
っ
た
。
子
は
生
ま
れ
る
前
に
は
存
在
し
な

か
っ
た
。

ア
ン
キ
ラ
の
マ
ル

ケ
ル
ス
は
、
子

と
父
と
の
実
体
的

〈
ヒ
ポ
ス
タ
テ
ィ
ッ

ク
〉
区
別

は
二
神

論
に
な
る
と
し
て
、
父
の
み

神
と
し

、
ロ
ゴ
ス
は
神
の
活

動

的
作
用

と
し
て

生
じ
る
時
ま
で
は
理
性
と
し
て

内
在
し
て

い
た
と
主
張

す

る
。
子

が
生
じ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
不
可

分
・
絶
対

的
統
一
と
し
て

の

神

の
モ
ナ
ド
か
ら

内
在
的
ロ
ゴ
ス
が
ト
リ
ア
ッ
ド
ヘ
と

拡
張
す
る
。
従
っ
て

、

神

の
国

は
永
遠
で

は
な
く
、
時
間
的
で

あ
り
、
そ
の
完

成
の
頂
点

に
達
し
た

時

、
も

は
や
経
綸
は
必
要

な
く
、

ロ
ゴ
ス
は
再

び
モ
ナ
ド
の
内
的
存
在
へ
と

引

き
戻

る
。
即
ち
、
子
は
神
的
実
体
の
時
間
的
拡
張
に
還
元

さ
れ

る
。
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ア

タ
ナ
シ
オ

ス
は
、
神
性

は
異

な
っ
た
レ
ベ
ル
に
存
在

す
る
と
い
う
オ
リ

ゲ
ネ
ス
の
主
張

に
反
対
す

る
。
神

の
本
質

は
父
と
子

に
お
い
て

同
一
で
あ
り
、

低
次
の
存
在
秩
序

に
伝
達

さ
れ

た
り
拡
張

さ
れ

た
り
す

る
の
で

は
な
い
。
た

だ
子
は
生
ま
れ
た
も
の
と
し
て

は
父
と

は
異
な

る
が
、
神

と
し
て

は
同
一
で

あ
る
。
究
極
的
根
源
と
し
て

の
父

は
時
間

的
に
子

に
先
行

し
て

い
る
わ
け
で

は
な
く
、
子
は
不

生
の
父
と
と
も

に
永

遠
で
あ

る
。
子

は
父

の
神
性
の
形

相

〈
顕
現
〉
で
あ
り
、
子

は
完

全
な
神
で

あ
る
。
子

に
よ
ら
ず

し
て

は
、
父

は

何
事
も
為

さ
な
い
。
ま
た
子

は
父
の
意
志

に
よ
り
生
じ
た

の
で

は
な
く
、
本

質

に
よ

っ
て

生
じ
た
の
で
あ
る
。
神
の
本
質
、
存
在
は
神

の
自
己

啓
示

の
行

為

と
一
致
し
、
神

は
直
接
に
働
き
、
神
と
世
界
と
の
間
に

は
中
間
的
媒
介
者

は
必
要
な

く
、
救
済

者
は
神
で
あ

る
。
神
の

ロ
ゴ
ス
へ

の
参
与

に
よ

っ
て
、

人

は
堕
落

に
よ

っ
て
失

わ
れ
た
神
の
似
像
を
回
復
す
る
。
し
か
し
、
人
の
神

化

は
、
子

が
父
と

一
体
で

あ
る
と
い
う
意
味
で

は
、
神
と
一
体
に
な
る
の
で

は
な
い
。
即

ち
、
人

の
神
化

は
自
力
に
よ
る
の
で

は
な
く
、
神
の
恩
恵

に
よ

っ
て
人

は
ロ
ゴ
ス
と
同
一
に
な
る
。
更
に
受
肉
の
主
体
は
被
造
的
肉
体
で

は

な
く

、
父
と
同
一

本
質

の

ロ
ゴ
ス
で

あ
る
。
子

が
イ
エ
ス
に
お
け
る
人
間
的

諸
経
験

の
主
体
で

あ
る
。
神
が
天

か
ら
下
り
、

ロ
ゴ
ス
が

肉
と
な

っ
た
が
、

別
の
物
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
ロ
ゴ
ス
は
そ
の
ま
ま
残
り
、
同
時
に
宇
宙

の
他

の
所

に
も
顕
れ
て

い
る
。
肉
体
は
ロ
ゴ
ス
の
道
具

に
す
ぎ
ず
、
人
間
的

弱
さ

は
肉
体

に
帰
せ
ら
れ

る
。
こ
れ
は
「
上

か
ら
」

の
ア
レ
キ
サ

ン
ド
リ
ア

派
的
性
格
で
あ
る
。
こ
れ

の
極
端
が
、
ア
ポ
リ
ナ
リ
ウ
ス
の
、
イ

エ
ス
・
キ

リ

ス
ト
は
単

に
神
性

の
み
と

い
う
立
場
で

あ
り
、
更

に
単
性

論
、
単
意
論
へ

と
発
展
す
る
。
但
し
東
の
解
釈
で
は
、
受

肉
に
お
い
て
下
降
と
上
昇
は
同
時

で

あ
り
、
人
間
性
は
新
し

い
次
元
に
招
き
入
れ
ら
れ
て
変
容
す
る
。

三
位
一
体
論
の
最
後
の
段
階
で
は
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
の
教
父
達
〈

カ
イ
サ
リ

ア
の
バ

シ
レ
イ
オ
ス
、

ナ
チ

ア
ン
ゾ
ス
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
、

ニ
ュ
ッ
サ
の
グ

レ

ゴ
リ
オ
ス
〉
に
よ

っ
て
用
語
の
混
乱
が
統
一
さ
れ
、

ヒ
ポ
ス
タ
シ
ス
を
特

殊
な
個
体

的
存
在
、
即
ち
三
位
格
に
、
ウ
ー
シ
ア
を
普
遍
的
本
質
、
共
通
の

統
一
と
し
て

の
種
的
類
、
あ
る
い
は
基
体
た
る
神
性
に
当
て
た
。
一
つ
の
神

性

が
同
時

に
三
つ
の
存
在
形
態
で
存
在
し

、
神

性
自
体

は
姿
も
形
も
な

く
、

無

相
で
あ

る
。
子

の
存
在
は
神
の
形
相
で
あ
り
、
父
の
存
在
は
子

の
形

に
お

い
て
知
ら
れ

る
。
子

の
全
実
体
は
父
の
そ
れ
と
同
じ
で

、
三
位
格
は
同
一
の

本
質
を
共
有
し
、
そ

の
区
別

は
神

の
絶
対
的
一
性

に
お

い
て
保

存
さ
れ
る
。

父
は
不
生
、
子
は
生

、
聖
霊

は
発
出

と
い
う
形
相

が
各
位
格

の
差
で
あ
る
。

父
は
子
に
先
行
し
、
父

は
無
因
、
子
は
父
を
原
因

と
し

、
聖
霊
も
ま

た
父
を

原
因
と
す
る
。
（
但
し
西

の
神

学
で
は
、
聖
霊

は
父

と
子

と
の
二

重
原
因
説

で
あ

る
。
）
父
と
子

に
先
行

し
た
り
、
両
者
の
根
底

に
あ

る
実

体

は
な

い
。

ア
ポ
リ
ナ
リ

ウ
ス
は
、
父
と
子

は
集
合
で
は
な
く
、
因
果

的
に
結
合
し
て

い

る
か
ら
、
両
者
に
先
行
す

る
第
四

の
位
格
と
し
て

の
基
体

は
前

提
さ
れ
ず
、

共
通
の
ウ
ー

シ
ア
た

る
神
性

は
そ
の
因
果
的
連

続
の
第

一
の
も

の
〈
父
〉
か

ら
派
生
し
た
と
す
る
。
ま
た
本
性
の
統
一
、
即
ち
神
性
は
、
父
と
子
の
行
為

の
統
一
か
ら
導
か
れ
る
。
子
と
独
立
に
は
父

は
働

か
な

い
。

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ

ス
に
影
響
を
与
え

た
ウ
ィ
ク
ト
リ

ヌ
ス
は
、
父
は
純
粋

に
無
差
別

的
存
在
で
あ
り
、
プ

ロ
テ
ィ
ヌ
ス
に
従

っ
て
、
神

は
存
在
そ
の
も



の
を
超
え
て

い
る
と
も

い
う
。
子
は
父
の
自
己
限
定
の
形

、
そ
れ

に
よ

っ
て

父
が
知
ら
れ
る
父
の
表
現
的
像
で
あ
り
、
父
の
自
己
啓
示
で

あ
る
。
神
性

の

内

に
二
重
の
永
遠
の
運
動
が
あ
り
、
外

に
向

か
う
自
己

啓
示
と

そ
の
源
泉

へ

の
還
帰
と
で
あ
る
。
神

は
永
遠
に
動
態
で
あ
り
、
神

の
本
質

は
動
き
で
あ

る
。

発
生
や
創
造
は
神

の
存
在

に
固
有
で
あ
り
、

ホ
モ
ウ
ー

シ
オ
ス
を
行
為

の
同

一
性
か
ら
理
解
す

る
。
神

は
三
重
に
存
在
し
、
そ

の
三

様
態
は
そ
れ
ぞ
れ
神

の
本
質
お
よ
び
属
性
と
同
一
で
あ
る
。
神

は
属
性

を
も

た
ず
、
む

し
ろ
神

は

属
性
で
あ
り
、
属
性

は
神
の
存
在
に
他
な
ら
な

い
。
そ

の
思
想
は
田
辺
と

類

似
し
た
面
が
あ
る
。

ア
ウ
グ

ス
テ

ィ
ヌ
ス
で
は
三
位
格
は
神

の
本
質

と
同

一
で

、
神

は
そ
の
属

性
と
同
じ
で
あ
る
。
各
位
格
は
相
互
に
貫
入
内
在
し
、
共

に
無
始
不
生
永
遠

に
し
て
同
等
、
そ
の
区
別
は
相
互
関
係

に
あ
る
。
神
性

は
一
即
多

、
多
即
一

の
同
時
相
即
関
係

に
あ
り
、
ど
ち
ら
が
先
と

か
後

と
か
で

は
な
い
。
こ
の
前

後
不
二

は
天

台
の
三
諦
円

融
、
〈
当

体
全
是
〉

の
即

を

思

い
起
こ

さ
せ

る
。

し

か
し
、
霊

に
関
し
て
父
が
原
初
的
始
源
で
あ

る
と
も

い

い
、
相
互
媒
介
関

係

に
矛
盾
す

る
。
ま

た
相
互
平
等
性
の
強
調

は
、
父
も
子

と
同

様
に
受

肉
し
、

父
と
子
の
区
別
が
消
え

る
と

い
う
難
点
も

残
す

。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
パ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
で
は
、
子
は
存
在
論
的
劣
等
性
は

な

い
が
、
父

に
服
従
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
父
を

栄
光
化

し
、
父

の
モ
ナ
ー
キ

ー
、
神
の
国
の
到
来

の
近

い
こ
と
を
宣
教
す
る

。
子

に
と

っ
て

は
父
が
唯

一

の
神
で
あ
り
、
子

の
神
性

は
父
へ
の
従
属

に
基

づ
く
。

し
か
し

、
イ
エ
ス
を

離
れ
て
は
父

は
知
ら
れ
な

い
。
子
の
働
き

に
よ

っ
て
父

の
支
配

、
神
の
国

が

達

成
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
イ

エ
ス
は
直
ち

に
神
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
彼
の

目

的
は
父

の
国
の
確
立
、
そ

の
準
備

に
あ
る
。
こ
の
点
で
、
三
位
格
の
社
会

的
相
互
関
係
を
説
く
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ

っ
て
、

パ
ン
ネ

ン
ベ
ル
ク
は
父

の
モ

ナ
ー
キ
ー
を
主
張
す
る
と
批
判
さ
れ

る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
神
性
の
根
源
と

し
て

の
父

の

モ
ナ
ー
キ
ー
は
三
位
格

の
相
互
関
係

に
よ

っ
て
媒
介
さ
れ
、
子

の
視
座
か
ら
の
み

父
が
神
性

の
原
理
で
あ

る
こ
と
が
、

パ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
に

よ

っ
て
示

さ
れ
る
。

し
か
し
他
面
、
田
辺
と
は
共
通
す

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
即
ち
、
彼
に
よ
れ

ば
、
イ
ェ
ス
は
神
の
国
の
到
来
の
近

い
こ
と
を
宣
教
し
、
自
己
自
身

を
神
格

化

し
た
わ
け
で
は
な
い
。
イ

エ
ス
が
信
じ
た
神
の
国
信
仰
か
ら
、
イ

エ
ス
を

信

じ
る
キ
リ
ス
ト
信
仰
へ
と
転
換
し
た
の
は
、

パ
ウ

ロ
で
あ
る
。
彼

は
イ

ェ

ス
を
客
体
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
キ
リ

ス
ト
教
を
世
界
宗
教
へ
と
大
き
く
脱

皮
さ
せ
た
。
（
但
し
、
こ
れ
は
プ

ロ
テ

ス
タ
ン
ト
的
見
方

と
の
評
も
あ

る
。
）

し

か
し
、
も
し

パ
ウ

ロ
以
外

の
人
物

が
同
じ
立
場
を
占
め
た
な
ら
ば
、
キ
リ

ス
ト
教
は
も

っ
と
別
な
形

に
発
展
し

た
か
も
し
れ

な
い
と
も
示
唆
す
る
。
こ

れ

は
歴
史

に
お
け
る
偶
然
性

の
問
題

に
関

わ
り
、
こ
こ

に
「
種
の
論
理
」

の

意
義
が
あ

る
。
と

い
う
の
は
、
歴
史

的
個
体
と
し
て
の
人
格
の
自
由
な
行
為

に
よ

っ
て
類
的
普
遍
が
特
殊
的
種
の
形

に
お
い
て
統
一
・
実
現
さ
れ
る
か
ら

で
あ

る
。
こ

の
種
の
論
理
は
三
位
一
体
論

、
特

に
父
と
子
の
区
別
と
統
一

に

つ

い
て
意
義
深
い
対
応
や
対

照
を
示
す
。
田
辺
で

は
、
世
界
の
始
源
は
有
限

な
人
間

に
と

っ
て

は
不
可
知
な
謎
で

あ
り

、
歴
史

の
底

に
、
あ
る
い
は
歴
史

に
先
立

っ
て
、
原
歴
史
と
し
て

の
永

遠
の
原
型

を
求
め
る
こ
と
は
で

き
な

い
。
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初

め
か
ら
で

は
な
く
、
所
与
の
事
実
と
し
て
の
終

わ
り

か
ら
出

発
す
る
の
が

田

辺
の
特
徴
で

あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
最
初

か
ら
イ

エ
ス
の
神
性
を
前
提
と

せ
ず

、
イ
エ
ス
の
本
質

は
人
で
あ

っ
て
、
神
の
働
き

に
よ

っ
て

後
で

神
の
子

と
し
て

採
用

さ
れ
た
と

い
う
ア

ン
テ

ィ
オ
キ
ア
派
の
立
場

と
通
ず
る
。
パ
ン

ネ
ン
ベ
ル
ク
も
、
バ

ル
ト
の
「
上
か
ら
」
の
ア

レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
派

的
性
格

に
反

し
て

、
「
下

か
ら
」
、
歴
史
の
地
平

か
ら
出
発
す

る
。
し

か
し
、
最
近

は

「
上

か
ら
」

の
方
向
も
見
直
し
て

い
る
。
モ
ル

ト

マ
ン
も

ヘ
ブ

ラ
イ
思

想
に

基

づ
い
て

、
初
め
は
終
わ
り
か
ら
知
ら
れ
る
と
し
て
、
終
末
論

か
ら

の
視
点

を
重
視
す

る
。

従

っ
て
、

論
理
と
し
て
は
田
辺
は
発
出
論
を
否
定
す
る
。
子

の
起
源
を
永

遠

に
置
く
の

は
、
絶
対

有
か
ら
の
発
出

に
他
な
ら
な
い
。
子
は
永
遠
の
父
か

ら
の
流
出
と
す

る
の
は
、
光

と
太
陽

、
川

と
源

の
関
係
と
同
様
、
同
一
性
的

有
の
論
理

に
立
つ
。

そ
こ
に
は
父
と
子

と
の
相
互
否

定
的
転
換
が
な

い
。
永

遠
の
次
元

に
お
け

る

ヘ
レ
ニ
ズ

ム
的
観
想
は
、
歴
史
に
お
け
る
個
体
の
行
為

を
媒
介
と
す

る
不
断

の
自
己
否

定
的
転
換
の
契

機
に
欠
け
、
歴
史
の
生
成
を

失
う
。
種

の
論

理
で

は
個
体
の
行
為

が
中
心
で

、
種
的
基
体
た
る
実
存
協
同

を
形
成
し
て

、
そ
こ
に
類
と
個
体
と

の
統
一

が
実
現

さ
れ
る
。
田

辺
で

は
、

イ

エ
ス
は
歴
史

を
超

え
て
孤
立
し
た
存
在
で

は
な
く
、
他
の
人
間
と
の
協
同

体
を
基
盤
と
し
て
個

体
を
類
的
普
遍

の
地
位
に
高
め
る
。
し
か
し
、
一
度
そ

の
普
遍
性
が
達
成

さ
れ
た
種

は
も
し

個
体
の
否

定
的
媒
介
を
失
え
ば
、
自
己

疎
外
態
へ
と
転
落
す

る
。
こ

こ
に
種

の
二
重
性

が
あ
る
。
一
つ
は
類
的
普
遍

の
実
現
で
あ
り
、
他

は
そ
れ

か
ら

の
疎
外
態
で

あ
る
。
両

者
を
統
一
す
る
の

は
、
不

断
の
個
的
行
為
で
あ
る
。
種
が
方
便
存
在
で
あ
る
と
い
う
の
も
、
こ

の
不
断
の
否
定
的
媒
介
性
を
指
し
、
有
と
し
て
の
固
定
化
を
排
し
て
、
絶
え

ず
無
化

し
て
よ
り
高
次
の
統
一
へ
と
向

か
う
途
上
存
在
、
暫
定
性
を
意
味
す

る
。
ま
た
類
的
普
遍
は
絶
対
有
と
し
て

の
人
格
神
で
は
な
く
、
絶
対

無
で
あ

る
。
田
辺
で
は
最
初

に
始
源
と
し
て
の
絶
対
的
存
在
を
措
定
す
る
こ
と
は
で

き

な
い
。

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
個
体
に
し
て
類
と
い
う
中
間
存
在
た
る
種
で
あ

る
。

キ
リ
ス
ト
は
直
ち
に
個
体
で

あ
る
の
で

は
な
く
、
個
体
的
種
で

あ
る
。
三
一

論
で

は
、
歴
史

的
個
体
と
し
て

の
イ

エ
ス
が
不

在
で
あ
る
。
父
と
子

は
直
接

個
体
で

は
な
く

、
そ
の
永
遠
り
次
元
に
お
け
る
の
無
形

・
無
体
性

の
故
に
種

的
性
格
を
帯

び
る
。
従

っ
て

ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
が
永
遠

の
子
、

ロ
ゴ
ス
は
イ

エ
ス
の
受
肉

に
お

い
て
完
全
と
な
る
と
い
う
の
は
、
ま

さ
に
子
が
個
体
で

も

な
く
、
種
で
も
な

く
、
そ
の
両
方
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
ア

レ
キ
サ

ン
ド
リ
ア

の
ク
レ
メ
ン
ス
が
、
父
は
子

の
予
期
に
お
い
て
父
で
あ

る
と
い
う

の
も
、
両
者
の
個
体

的
種
と
し
て
の
性
格
を
表

し
て

い
る
。
最
終
的

に
は
子

の
歴
史
的
個
体
化

を
予

想
せ
ず
し
て
は
、
父
も
父
で

は
あ
り
え
な

い
。
さ
も

な
け
れ
ば
、
父

は
そ

の
父
と
し
て
の
個
体
性
を
失

っ
て

、
種
に
の
み
留
ま
る

か
ら
で
あ

る
。
ま

た
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
や

ウ
ィ

ク
ト

リ
ヌ
ス
が
子
を
「
不
生

の
生
」
と
規
定
し
て

い
る
の
も

、
こ
の
個
体
に
し
て

類
で
あ
る
種
の
二
重
性
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
先
在
の

キ
リ
ス
ト
は
現
実
的

人
格
な
の

か
、
そ
れ
と
も
単
な
る
非
人

格
的
な
神

話
に
す

ぎ
な

い
の
か
と
い

う
問
題
も
、
実
は
先
在
の

キ
リ
ス
ト
を
種
と
解
す

る
か
、

個
体
と
解
す
る
か



の
問
題
と
も
関
連
す

る
。
非
人
格
的
な

単
な

る
観
念

は
種
で
あ
り
、
現
実
的

人
格
は
個
体
で
あ
る
。
先
在
の

キ
リ

ス
ト
は
直
ち

に
個
体
な

の
で

は
な
く

、

個
が
種
の
形
で
先
取
り

さ
れ
、
永
遠
が
時
間

の
形
式
で
表
象

さ
れ

た
も

の
と

い
え
よ
う
。
こ
れ

は
ロ
ゴ
ス
の
二
段
階
説
と
一

段
階
説

に
も
関

わ
る
。

フ
ィ

ロ
ン
や

ユ
ス
テ

ィ
ヌ

ス
、
テ
ル

ト
リ
ア

ヌ
ス
等

は
前
者
で

、
ロ
ゴ
ス
は
最
初

、

神
の
心
の
中

に
観
念
と
し
て
あ

っ
た
が

、
後
で

人
格
存
在
と
し
て
世
界

創
造

以
前

に
父
の
意
志

に
よ
り
生
じ

た
、
即
ち

ロ
ゴ
ス
の
発

生
は
有
始
で

、
永
遠

で
は
な

い
。
こ
れ

に
対
し
て
後

者
は
、

エ
イ
レ

ナ
イ

オ
ス
や

オ
リ
ゲ
ネ

ス
、

ク
レ
メ
ン
ス
等
が
主
張
し
、

ロ
ゴ
ス
の
発
生

は
無
始
、
永
遠
で
、
神

の
心

の

内
に
も
先
行
者
は
お
ら
ず
、
し

か
も
絶
え
ず
生
じ
て

い
る
。
先
在
の

キ
リ

ス

ト
と
し
て
の

ロ
ゴ
ス
を
現
実
的
人
格
存
在
と
す

る
の
は
、
こ
の
一
段
階
説

に

当
た
る
。
ビ
ザ

ン
チ
ウ

ム
の
レ
オ
ン
チ

ウ
ス
は

、
個
体
な
く
し
て
イ
デ
ア

は

存
在
し
な

い
と

い
う
。

子
は
父
の
形
相
で
あ
る
と

い
う
の

は
、
そ
れ

自
体
超

越
的

な
無
相

の
類
的

普
遍
が
自
己
限
定
の
形
を
取

っ
た
の
が
種
と
し
て

の
子
で

あ
り

、
そ
の
自
己

限
定

に
お

い
て
実

は
自
己
否
定
を
伴

っ
て

い
る
こ
と
を
見
失

う
べ
き
で

は
な

い
。
従

っ
て
、
同
一
存
在
の
量
的
制
限
と
し
て

の
限
定
で

は
な
く
、
質
的
対

立
を
も
た
ら
す
自
己
否
定
に
よ
る
転
換

、
し

か
も
行
為

的
媒

介
と
し
て

の
否

定
転
換
で
あ

る
。
し

か
し
、
永
遠
の
次
元
で

は
現
実
的

個
物

た
る
歴
史
的
イ

エ
ス
の
行
為
的
媒
介

は
不
可
能
で
あ
る

か
ら
、

直
観

に
よ
っ
て
永
遠

の
神

の

子

、

ロ
ゴ
ス
と
イ

エ
ス
と
の
直
接
的
同
一
を
見

る
他
な

い
。
そ
の
論
理

は
内

に
否
定
の
契
機
を
欠

い
た
発
出
論
と
な
ら
ざ
る

を
え
な

い
。

ア
ウ
グ
ス
テ

ィ

ヌ
ス
が
三
位
格
と
神
性

の
相
即

を
説

い
て
も
、
な
お
そ
れ
は
永
遠

の
次
元

に

留
ま

っ
て

、
い
ま
だ
永
遠
か
ら
歴
史
へ

の
還
相
を
欠
く
と
の
田
辺

の
批
判
が

こ
こ
に
妥
当
す
る
。
し
か
し
、
田
辺
で

は
歴
史
的
時
と
い

っ
て
も

点
的
な
孤

立
し
た
〈
即
今
〉

と
し
て

の
現
在

が
優
勢
で
、
あ
る
一
定
の
線
と
方
向
を
も

つ
歴
史
全
体
を
個
的
実
存
の
今

に
還
元
し
て
し
ま
う
傾
向
も
見
ら

れ
る
。
永

遠
性
を
不

断
に
現

在
の
個
の
行
為

に
よ

っ
て
歴
史
の
場
に
現
成
せ
し

め
る
田

辺

に
よ
れ
ば
、
イ

エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
の
永
遠
の
神
の
子
性
は
直
接

無
媒
介

に

は
措
定
さ
れ
ず
、
他
の
人
間
一
般

の
潜
在
的
神
の
子
性
を
媒
介
に
し
て
初

め

て

生
起
す
る
出

来
事
と

な
る
。

キ
リ
ス

ト
は
そ
れ
自
身
で

は
絶
対
的
で
は
な

く
、
人
類
と
の
相
互
媒

介
の
関
係

に
よ

っ
て
そ
の
歴
史
の
原
動
力

、
人
間
の

原

型
と
し
て
絶
対
性

を
獲
得
す
る
。
キ
リ

ス
ト
の
唯
一
性

は
人
類
の
多
性
へ

と
反

映
・
伝
達

さ
れ
、
転
換
さ

れ
る
動
態

に
お
い
て
の
み
維
持

さ
れ
う
る
。

こ
れ
が
絶
対
無
の
交
互
否
定
媒
介
的
行
為

の
弁
証
法
で

あ
る
。

古
代
の
教
父
達

は
信
仰
の
立
場

か
ら
永

遠
の
次
元
に
お
け
る
神

の
内
的
構

造
を
三
位
一
体
と
し
て

観
想
し

た
。
他
方

、
田
辺

は
理
性
の
見
地

か
ら
歴
史

の
場
に
立
つ
人
間

の
行
為

を
重
視
す

る
。
三
位
一
体
論
は
〈
三
位
格

の
区

別

と
同
一
〉
と
し
て

幾
何
学
的
構
造
を
示
す

が
、

カ
ッ
パ
ド
キ
ア
の

教
父
達

は

区

別
・
差
異
を
同

一
性
の
中
で
維
持
す

る
の
に
対
し
て

、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ

ス
は
区
別

よ
り
も
む

し
ろ
統
一

を
強
調
す

る
。
こ
の
同

一
性
と
差
異
性
の
関

係
は
今
日
で
も
重
要

な
問
題
で
あ
る
。

ド

ゥ
ル

ー
ズ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
が
そ
れ
で
あ
る
と
こ
ろ

の
根
拠

た
る
本
質

は
己
の
対

象
の
差
異
を
根
源
的

に
含
む

か
ぎ
り

に
お
い
て

同
一
的

な
も
の
で

論卜スリキの元辺田と学神クｙイ
テスリト

１
丶ノ

ｑ

｀

７



あ
り
、
理
念

〈
イ

デ
ア
)

は
永
遠
に
定
立
的
な
差
異
的
微
分
的
多
様
体
で
あ

る
。
そ
の
内

部
に
差
異
化

を
許
容
す
る
相
対
的
統
一
か
、

そ
れ
と
も
差
異
性

を
解
消
す

る
絶
対

的
統
一
か
、
と
い
う
問
題
は
、
田
辺
の

立
場
で

は
、
直
接

的
無
媒

介
的
自
己

同
一
化
か
、
自
己
否
定
的
転
換

に
よ

る
媒
介
的
統
一

か
と

い
う
問
題
で

も
あ
る
。
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